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1. 調査団員・氏名 

（１） 基本設計調査（第一次現地調査） 

 

（２） 基本設計調査（第二次現地調査） 

 

 

氏 名 担当業務 現 職 

林   宏之 総  括 
独立行政法人 国際協力機構 

無償資金協力部 

小川 忠之 
業務主任/電力計画/配電計画 I
/環境社会配慮 八千代エンジニヤリング（株） 

小宮 雅嗣 副業務主任/配電計画 II 八千代エンジニヤリング（株） 

玉井 昌幸 配電機材計画/運営維持管理 I 八千代エンジニヤリング（株） 

近藤 智則 
配電機材計画/運営維持管理 II
/調達計画/積算 II 八千代エンジニヤリング（株） 

谷津 哲夫 調達計画/積算 I 八千代エンジニヤリング（株） 

野上 一成 自然条件調査 八千代エンジニヤリング（株） 

氏 名 担当業務 現 職 

洲崎 毅浩 総  括 独立行政法人 国際協力機構 
ウガンダ事務所長 

松岡 秀明 計画管理 独立行政法人 国際協力機構 
アフリカ部 東部アフリカチーム 

小川 忠之 業務主任/電力計画/配電計画 I
/環境社会配慮 八千代エンジニヤリング（株） 

小宮 雅嗣 副業務主任/配電計画 II 八千代エンジニヤリング（株） 

玉井 昌幸 配電機材計画/運営維持管理 I 八千代エンジニヤリング（株） 

近藤 智則 配電機材計画/運営維持管理 II
/調達計画･積算 II 八千代エンジニヤリング（株） 

野上 一成 自然条件調査 八千代エンジニヤリング（株） 
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（３） 基本設計概要説明調査 

 

氏 名 担当業務 現 職 

洲崎 毅浩 総  括 独立行政法人 国際協力機構 
ウガンダ事務所長 

小川 忠之 業務主任/電力計画/配電計画 I
/環境社会配慮 八千代エンジニヤリング（株） 

小宮 雅嗣 副業務主任/配電計画 II 八千代エンジニヤリング（株） 
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2. 調査行程 

(1) 基本設計調査 （第一次現地調査） 

調  査  内  容 
No. 月日 曜日 

官団員（総括） コンサルタント 団員 
宿 泊 地 

1 11月20日 月 
 移動｛成田 18:30 JL053 → 名古屋 19:50｝ 

移動｛名古屋 23:00 JL5097 → ドバイ 06:10+1｝ 
機中泊 

2 11月21日 火  移動｛ドバイ 14:30 EK721 → エンテベ20:45｝ カンパラ 

3 11月22日 水  

• 在ウガンダ日本国大使館・JICAウガンダ事務所表敬訪問及び本調査行
程・内容の説明・協議 

• エネルギー鉱物開発省（MEMD）、地方電化庁（REA）、ウガンダ電力送電公
社（UETCL）表敬訪問及び本調査行程説明 
 Inception Report、Questionnaire の内容について説明・協議 

カンパラ 

4 11月23日 木 

 MEMD、REA、及びUETCLと実務者レベルでの協議及び 
データ収集 
• 国家開発計画、地方電化マスタープランにおける位置づけ 
• 電力需給状況及び地方電化事業の進捗状況確認 
• サイト選定のための基礎資料（地図、系統図など）収集 

カンパラ 

5 11月24日 金 
 
 

（上記協議・資料収集に加え） 
• 現地調査へのC/P同行に必要なアレンジ等 
NEMAと環境社会配慮に係る関連法規、手続きの確認 

カンパラ 

6 11月25日 土 
 移動｛カンパラ → ジンジャ （2:00）｝ 

• 前回の地方電化プロジェクトで供与された設備の稼動状況確認 
• ナルバレ及びキイラ水力発電所の運転維持間状況確認 

ジンジャ 

7 11月26日 日  団内協議及びデータ整理 ジンジャ 

8 11月27日 月  
UMEME地域事務所表敬訪問と実務者レベルでの協議及び 
データ収集 
• 現地調査（A地域）（33kV配電ルート踏査） 

ジンジャ 
9 11月28日 火  • 現地調査（C地域）（33kV配電ルート踏査） ジンジャ 
10 11月29日 水  • 現地調査（A地域）（33kV配電ルート踏査） ジンジャ 

11 11月30日 木 

移動｛ルサカ 11:10 KQ424 → ナイロ
ビ 16:35｝ 
移動｛ナイロビ 18:10 KQ414 → エン
テベ 19:25｝ 

UMEMEスタッフと実務者レベルでの協議及びデータ収集 
移動｛ジンジャ → カンパラ （2:00）｝ 
 

カンパラ 

12 12月1日 金 
• JICAウガンダ事務所表敬 
• EOJ表敬 
• MEMD、UETCL表敬・協議 

（小川、小宮） 官団員の表敬訪問に同行 
（谷津、近藤） 資機材調達関連のデータ収集 
（玉井、野上） Questionnaireの回答収集 

カンパラ 

13 12月2日 土 
移動｛カンパラ → マサカ （3:00）｝ 
• マサカ セントラル サブステーションの状況確認 
• 現地調査（D地域：陸側）（33kV配電ルート踏査） 

マサカ 

14 12月3日 日 • 現地調査（D地域：カランガラ島）（33kV配電ルート踏査） マサカ 

15 12月4日 月 

（午前）移動｛マサカ → カンパラ（3：
00）｝ 
（午後）MEMD、REAと現地調査結
果の報告・協議 

（午前）（玉井、近藤）移動｛マサカ → ホイマ（5：00）｝ 
（午前）（他団員）移動｛マサカ → カンパラ（3：00）｝ 
（午後）（玉井、近藤）（Ｂ地域33kV配電ルート踏査） 
（午後）（小川、小宮）官団員のM/D署名に参加 
（午後）(谷津) 調達関連データ整理 
（午後）（野上）CENSUSデータ収集 

カンパラ 
（ホイマ） 

16 12月5日 火 
（官団員） カランガラ 総合開発計
画に関する進捗状況確認 
 

（小川）官団員に同行 
（玉井・近藤）（Ｂ地域33kV配電ルート踏査） 
（野上） Questionnaireの回答収集 及び CENSUSデータ収集 

カンパラ 
（ホイマ） 

17 12月6日 水 
（午前）（官団員、小川、野上）移動｛カンパラ → ホイマ（3：00）｝ 
（午後）（Ｂ地域33kV配電ルート踏査） 

ホイマ 

18 12月7日 木 
（Ｂ地域33kV配電ルート踏査） 
移動｛ホイマ → カンパラ（3：00）｝ 

カ ン パ ラ
 

19 12月8日 金 

• 在ウガンダ日本国大使館、JICA
ウガンダ事務所へ帰国報告 
移動｛エンテベ 16:20 EK724 → ドバイ 
00:35+1｝ 

（小川）官団員に同行 
（玉井・近藤）配電計画に関わる情報収集 
（野上）REAとNEMAへ提出するProject Briefについて協議 

カンパラ 

20 12月9日 土 

移動｛ドバイ 02:50 JL5090 →  関空 
16:40｝ 
移動｛関空 18:30 JL1316 →・  羽田 
19:40｝ 

団内協議及びデータ整理 

カンパラ 

21 12月10日 日  団内協議及びデータ整理 カンパラ 

22 12月11日 月 

 • エネルギー鉱物開発省（MEMD）、地方電化庁（REA）訪問及び本調査結果
説明（小川） 

• MEMD、UETCLの組織、予算措置に関する調査 
（玉井、近藤） 資機材調達関連のデータ収集 
（野上）REAとNEMAへ提出するProject Briefについて協議 

カンパラ 

23 12月12日 火 
 • 市場調査 

• 第一次フィールドレポート作成 
（玉井、近藤） 資機材調達関連のデータ収集 

カンパラ 

24 12月13日 水  
• 市場調査 
• 第一次フィールドレポート作成 カンパラ 

25 12月14日 木 
 「ウ」国側より第一次フィールドレポートの承認取得 

「ウ」国関係機関への帰国挨拶 
カンパラ 

26 12月15日 金 
 • 在ウガンダ日本国大使館・JICAウガンダ事務所へ第一次現地調査結果報

告 
移動｛エンテベ 16:20 EK724→ ドバイ 00:35+1｝ 

機中泊 

27 12月16日 土 
 移動｛ドバイ 02:50 JL5090 → 関空 16:40｝ 

移動｛関空 18:30 JL1316 →・羽田 19:40｝ 
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(2) 基本設計調査 （第二次現地調査） 

調  査  内  容 
No. 月 日 曜日 

官団員（計画管理） コンサルタント 団員 
宿 泊 地 

1 1月29日 月 
移動｛成田 → 関空｝ 

移動｛関空→ドバイ｝ 

移動｛成田 18:30 JL053 → 名古屋 19:50｝ 

移動｛名古屋 23:00 JL5097 → ドバイ 06:10+1｝ 
機中泊 

2 1月30日 火 移動｛ドバイ→ エンテベ｝ 移動｛ドバイ 08:25 EK723 → エンテベ14:50｝ カンパラ 

3 1月31日 水 

• 在ウガンダ日本国大使館・JICA
ウガンダ事務所表敬訪問及び

本調査行程・内容の説明・協議 

• エネルギー鉱物開発省
（MEMD）、地方電化庁（REA）、ウ

ガンダ電力送電公社（UETCL）表

敬訪問及び本調査行程説明 

• 現地調査へのC/P同行に必要な
アレンジ等 

• 官団員に同行 

カンパラ 

4 2月1日 木 

• MEMD、REA及びUETCLと実務者
レベルでの協議及びデータ収集 

(小川、小宮、野上) 

• 官団員に同行 
(玉井、近藤) 

移動｛カンパラ → ﾌｫー ﾄﾎ゚ ﾀーﾙ｝ 

• 現地調査（B地域）（33kV配電ルー
ト踏査） 

カンパラ 

ﾌｫー ﾄﾎ゚ ﾀーﾙ 

5 2月2日 金 

移動｛カンパラ → ﾌｫー ﾄﾎ゚ ﾀーﾙ｝ (小川、小宮、野上) 

• NFAにて保護森林の位置関係確認 
• 労働・住居・通信省にて道路用地範囲の
確認 

• 官団員に同行 

(玉井、近藤) 

• 現地調査（B地域）（33kV配電ルー
ト踏査） ﾌｫー ﾄﾎ゚ ﾀーﾙ 

6 2月3日 土 団内協議及びデータ整理 ﾌｫー ﾄﾎ゚ ﾀーﾙ 

7 2月4日 日 
移動｛ﾌｫー ﾄﾎ゚ ﾀーﾙ → ホイマ｝ 

• 現地調査（B地域）（33kV配電ルート踏査、NFAが管理する保護森林の位置確認） ホイマ 

8 2月5日 月 

移動｛ホイマ → カンパラ｝ 

• MEMD、REAとM/D内容について説
明・協議 

(小川、小宮、野上)  

• 官団員に同行 
（玉井、近藤） 

移動｛ホイマ → マサカ｝ 

• 現地調査（D地域）（33kV配電ルー
ト踏査） 

カンパラ 

マサカ 

9 2月6日 火 

• MEMD、REAとM/D内容について説
明・協議 

• MEMD、REAとM/D署名 
• ﾜー ﾙﾄ゙ﾊ゙ﾝｸにてIREMPに関する情報
収集 

(小川、小宮、野上)  

• 官団員に同行 
（玉井、近藤） 

• 現地調査（D地域）（33kV配電ルー
ト踏査） 

カンパラ 

マサカ 

10 2月7日 水 

• 在ウガンダ日本国大使館へ帰
国報告 

(小川、小宮、野上)  

• NEMAより本計画の承認受理 
• 水質、土質、環境省にて気象データ収集
• 財務省にて通関手続きについて確認 
• 官団員に同行 

（玉井、近藤） 

• 現地調査（D地域）（33kV配電ルー
ト踏査、NFAが管理する保護森林

の位置確認） 

移動｛マサカ → カンパラ｝ 

カンパラ 

11 2月8日 木 

移動｛エンテベ → ドバイ｝ (小川、小宮、玉井、近藤、野上)  

• UETCLとの実務レベル協議、データ収集 
• 道路局にて道路用地範囲の確認 
• NFAにて保護森林の位置関係確認 
• 財務省にて通関手続きについて確認 
• 現地調査（B地域、D地域）データ整理 
• ルゴゴ給電指令所訪問 

カンパラ 

12 2月9日 金 

移動｛ドバイ → 関空｝ 

移動｛関空 → 羽田｝ 

(小川、小宮、野上)  

• REAとの実務レベル協議、データ収集 
• UETCLとの実務レベル協議、データ収集
• REAよりNFAにProject Briefを提出 

（玉井、近藤） 

• REAとの実務レベル協議、データ
収集 

• UETCLとの実務レベル協議、デー
タ収集 

• 現地調査（B地域、D地域）データ
整理 

移動｛カンパラ → ジンジャ｝ 

カンパラ 

ジンジャ 

13 2月10日 土 

 (小川、野上)  移動｛カンパラ→ジンジャ｝

(小宮)  移動｛エンテベ 16:20 EK724→ ド

バイ 00:35+1｝ 

（玉井、近藤） 

• 現地調査（A地域）（33kV配電ルー
ト踏査） 

 

ジンジャ 

14 2月11日 日 

 (小宮) 

移動｛ドバイ 02:50 JL5090 → 関空 16:40｝

移動｛関空 18:30 JL1316 →・羽田 19:40｝ 

• 団内協議及びデータ整理 
ジンジャ 

15 2月12日 月  • 現地調査（A地域）（33kV配電ルート踏査） ジンジャ 

16 2月13日 火  • 現地調査（C地域）（33kV配電ルート踏査） ジンジャ 

17 2月14日 水 
 移動｛ジンジャ → カンパラ｝ 

• 財務省にて通関手続きについて確認 カンパラ 

18 2月15日 木 
 • NFAより本計画の承認受理 

• REA及びUETCLと実務者レベルでの協議及びデータ収集 
カンパラ  
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調  査  内  容 
No. 月 日 曜日 

官団員（計画管理） コンサルタント 団員 
宿 泊 地 

19 2月16日 金 

 • REA及びUETCLと実務者レベルでの協議及びデータ収集 
• 道路局にて道路用地範囲の確認 
• 水質・土質・環境省にて気象データ収集 

カンパラ 

20 2月17日 土  • 団内協議及びデータ整理 カンパラ 

21 2月18日 日  • 団内協議及びデータ整理 カンパラ 

22 2月19日 月 
 • 労働・交通省にて道路用地範囲の確認 

• 財務省にて通関手続きについて確認 カンパラ 

23 2月20日 火 
 • 関係機関との協議、データ収集 

• 第二次フィールドレポートの内容について協議 カンパラ 

24 2月21日 水 
 • 関係機関との協議、データ収集 

• 第二次フィールドレポートの承認取得 カンパラ 

25 2月22日 木  • 「ウ」国関係機関への帰国挨拶 カンパラ 

26 2月23日 金 

 • 在ウガンダ日本国大使館・JICAウガンダ事務所への第二次調査結果報告
及び帰国報告 

移動｛エンテベ 16:20 EK724→ ドバイ 00:35+1｝ 

機中泊 

27 2月24日 土 
 移動｛ドバイ 02:50 JL5090 → 関空 16:40｝ 

移動｛関空 18:30 JL1316 →・羽田 19:40｝ 
 

 

(3) 基本設計概要説明調査 

調  査  内  容 
No. 月日 曜日 

コンサルタント 団員 
宿 泊 地 

1 5月28日 月 
移動｛成田 18:30 JL053 → 名古屋 19:45｝ 
移動｛名古屋 22:45 JL5097 → ドバイ 04:45+1｝ 

機中泊 

2 5月29日 火 移動｛ドバイ 08:25 EK723 → エンテベ14:45｝ カンパラ 

3 5月30日 水 
• 在ウガンダ日本国大使館・JICAウガンダ事務所表敬訪問及び基本設計概要書の内容説明・協議 
• エネルギー鉱物開発省（MEMD）、地方電化庁（REA）、ウガンダ電力送電公社（UETCL）表敬訪問及び現地調査
行程説明 

カンパラ 

4 5月31日 木 

• 基本設計概要書、機材仕様書（案）の内容説明・協議（MEMD） 
• 基本設計概要書、機材仕様書（案）の内容説明・協議（REA） 
• M/P策定、先方負担事項実施スケジュールの確認 
• 現地調査へのC/P同行に必要なアレンジ等 

カンパラ 

5 6月1日 金 同 上 カンパラ 

6 6月2日 土 移動｛カンパラ → フォートポータル｝ フォートポータル 

7 6月3日 日 
• 現地調査（B地域）（33kV配電ルート踏査） 
• 相手国負担工事によるAVR据付工事現場（カクミロ市）確認 フォートポータル 

8 6月4日 月 移動｛フォートポータル → カンパラ｝ カンパラ 

9 6月5日 火 • 協議議事録（M/D）案の説明、協議 カンパラ 

10 6月6日 水 • 協議議事録（M/D）案の署名 カンパラ 

11 6月7日 木 
• 在ウガンダ日本国大使館・JICAウガンダ事務所へ調査結果報告 
移動｛エンテベ 16:15 EK724→ ドバイ 00:45+1｝ 

機中泊 

12 6月8日 金 移動｛ドバイ 02:50 JL5098 → 名古屋 17:40｝  
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3. 関係者（面会者）リスト 

 所属及び氏名 職位 

エネルギー鉱物開発省 
Ministry of Energy and Mineral Development (MEMD) 

Mr. Hon. Amb. Dr.Cos Kamanda Bataringaya Minister of State Energy & Mineral Development 

Mr. Hon.Eng.Simon D’Ujanga Minister of State for Energy 

Mr. Fred Kabagambe - Kaliisa Permanent Secretary 

Mr. Michael J.Odongo Under Secretary 

Mr. Watuwa Bwobi Director, Directorate of Energy and Mineral 
Development 

Eng. Paul Mubiru Commissioner for Energy Resources Department 

Ms. Cecilia Nakiranda Menya Senior Energy Officer (Electrical) 

Mr. Henry Bidasala Ag. Assistant Commissioner, Electrical Power 

Mr. Sajjabi J. Fredrick Senior Energy Officer 
Mr. James Baanabe Isingoma Ag. Asst. Comm. Energy Efficiency 

地方電化庁 
Rural Electrification Agency (REA) 

Mr. Godfrey Turyahikayo Executive Director 

Ms. Grania Rosette Rubomboras Manager, Project Planning 

Eng. Moses Murengezi Manager, Project Monitoring & Evaluation 

Mr. Charles Sabiiti Manager, Finance & Administration 

Mr. Philip F.P.Ggayi Senior Planning Engineer 

Mr. Werikhe K.Godfrey Senior Construction Engineer 
Mr. Muguwa Andrew Senior Planning Engineer 

Mr. Richard Muhangi ICT/GIS Officer 

Ms. Nantume Deborah Pamela Trainee Engineer 

Ms. Becky Kalyango Receptionist 

ウガンダ電力送電公社 
Uganda Electricity Transmission Company Ltd. (UETCL) 

Mr. Kiyemba Eriasi Managing Director 
Mr. Gerald Muganga Manager, Engineering (Services) 
Mr. William K. Kiryahika Manager, Engineering (O&M) 

Mr. Buhanga Boneventura Principal Planning Engineer 

Mr. Mukwaya Paul Mathew Technical Officer (Maintenance) 

Mr. Andrew Omalla Geno Technical Officer Projects 
Mr. Okot Dennis Senior Dispatch Engineer 

Mr. Ssekidde Moses Protection Technician 
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ウメメ 株式会社 
Umeme Limited 

Mr. Zach Human Chief Technical Officer 

Mr. Joseph Sempebwa Network Service Manager (Lugogo Office) 

Mr. Oryang M. Thomas Delivery Controller (Hoima Office) 

Mr. Onen Richard Lutaka Technical Service Officer (Hoima Offoce) 

Mr. Krispus Kitugwanidde Technical Service Officer (Masaka Offoce) 

Mr. Julius Mawejje Technical Service Officer(Jinja Office) 

Mr. SSenyonjo Michael Technical Service Officer(Mubende Office) 

環境管理局 
National Environment Management Authority (NEMA) 

Dr. Festus Bagoora Natural Resource Management Specialist 

Mr. Waiswa Ayazika Arnold Environmental Impact Assessment Co-ordinator 

Mr. Lufafa Dick Environment Audit & Monitoring Officer 

森林局 
National Forestry Authority (NFA) 

Ms. Hope Rwaguma Ag. Executive Director 

Mr. Samwiri Rwabwogo Coordinator, Law Enforcement 

Mr. Acaye Godfrey Jao Law Enforcement Specialist 

Mr. Ssekitto Rashid Assistant GIS Specialist 

労働･住居･通信省 
Ministry of Works, Housing and Communication 

Mr. Nelson Omagor Principal Environment Officer 

労働･交通省 
Ministry of Works and Transport 

Eng. Karuma Kagyina Assistant Commissioner Engineering 

道路局 
Road Agency Formation Unit (Ministry of Works, Housing and Communications) 

Eng. Emmanuel T. Ojuka BSc, (Civil Eng), Dip. Housing Studies, MUIPE, ERB

Senior Project Engineer 

財務計画経済省 
Ministry of Finance, Planning and Economic Development 

Mr. Moses Kaggwa Tax Policy Department 
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水質・土質 環境省 
Ministry of Water, Lands and Environment 

Mr. Bauayana Musoke Senior Meteorological Specialist 

Mr. Aloysius Kagoro Principal Meteorologist 

Mr. Asizaua Fax Agadribo Senior Mapping Expert 

Mr. Kabundama Richard Cartographer, Lands & Surveys Department 

地域行政代表 
 Representatives of Local Council, etc  

Project Site A   

Mr. Godfrey Taire Chairperson LC I (Kawate) 

Mr. Kadubira Wilberforce Ministry of Agriculture, 

Iganga District 

(Nawandara) 

Mr. Waiswa Moses Officer Nawandara (Kilinga) 

Mr. Mirimo Michael Chairperson LC II (Kiwanyi) 

Mr. Kyebalala Jowal Chairperson LC II (Bugono) 

Mr. Kayendeke Anney Chairperson LC II (Itanda) 

Mr. Ksuule Akubu Chairperson LC III (Nabitende) 

Project Site B   

Mr. Byakagaba John William District Planner (Munteme) 

Mr. Majare Leomond Chief Administration Officer (Munteme) 

Mr. Christopher Columbus Asiimme District Health Inspector (Munteme) 

Mr. Afgonza Hannington General Secretary Irobe LC I (Mabaale) 

Mr. Kabagambe Justice Secretary of Sub-County (Mabaale) 

Mr. Katusabe Wilson Secretary LC I (Kiryane) 

Mr. Afgonza Hannington General Secretary LC I (Kibale) 

Project Site C   

Mr. Ngobi Freddie Aggrey Chief Administrative Officer 

Bugiri District Local Government 

(Bugiri) 

Mr. Kyondha.M District Planner (Bugiri) 

Mr. Mukuve Jimmy Sub Accountant, Iwemba (Iwemba) 

Mr. Bin Masaba John  Secretary Finance, LC III (Buyala) 

Mr. Byakika Falaku Chairperson LC (Iwenba) 

Mr. Jsoliica Jackson Chairperson LC III (Iwenba) 

Project Site D   

Mr. JJuuko Alosios Chairperson LC III  (Bukakata) 

Mr. Jumwesige David Amooti Fish Inspector (Lambu) 

Mr. SSeremba Hood Sub-County Chief (Bukakata) 

Mr. Gyoloba Eddie Nyadzi Secretaty (Bukakata) 
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フェルドサルト・エンジニアリング 
Ferdsult Engineering Services Ltd. 

Mr. Mugisha Ferdinand Managing Director 

Mr. Waiswa David Mukova Director of Engineering/Company Secretary 

Mr. Enoch Kaggwa Mukuye Director of Technical Services 

スウェーデン大使館 
Embassy of Sweden 

Ms. Maria Selin First Secretary 

世界銀行ウガンダ事務所 
The World Bank Uganda Country Office 

Mr. Paul Baringanire Energy Specialist 

在ウガンダ日本国大使館 
Embassy of Japan in Uganda 

菊地 龍三 氏 特命全権大使 

亀田 和明 氏 参事官 

柳田 勝也 氏 二等書記官 

JICA ウガンダ事務所 
JICA Uganda Office 

洲崎 毅浩 氏 JICA ウガンダ事務所長 

吉田 耕平 氏 所員 

加納 大道 氏 所員 
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事業事前計画表（基本設計時） 

1. 案件名 

ウガンダ共和国 第二次地方電化計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

ウガンダ共和国（以下「ウ」国と称す）では、1997 年に貧困撲滅行動計画（PEAP）を策定し、「農
村貧困層の所得向上」を達成する手段として、地方電化事業を重点項目のひとつとして位置づけて
いる。 

地方電化事業については、「全国電化計画調査（NEPS）」（1992 年）を策定し、地方電化の推進にも
努力してきたが、十分な財政措置が取られないこともあり、2005 年時点では都市部電化率約 20%
に対して、地方電化率は僅か 4%にとどまっている（全国電化率は約 6 %）。2001 年に策定された「地
方電化戦略（Rural Electrification Strategy and Plan）」では、2012 年までに地方部の電化率
を 10 %まで向上させ、約 48 万人の地方部住民に電力へのアクセスを可能とすることを目標として
いるが、財政難により収益性の低い地方電化事業の実施は遅れているのが実情である。 

「ウ」国の電気事業は、1948 年に設立されたウガンダ電力公社（Uganda Electricity Board: UEB）
によって、発送配電事業の計画・運営・維持管理が垂直統合的に実施されてきた。しかしながら、
1999 年に「電力セクター改革・民営化戦略（Power Sector Reform and Privatization Strategy）」
が閣議承認され、また 1999 年電気法が制定され、電力公社 UEB による事業独占体制から、民間資
本の導入を可能とする体制へ、段階的にセクター改革が進められている。同改革の一環として、2003
年に地方電化庁（Rural Electrification Agency: REA）が運営を開始し、長期業務委託契約に基
づき、地方電化事業の運営・維持管理業務について、民間企業に委託する方式を採用している。 

本計画は、現在「ウ」国にて改訂が進められている「地方電化マスタープラン」に基づき、対象地
域の電力供給を改善し、地域経済の発展を図ることを上位目標とし、「ウ」国の主要産業である農
業及び漁業の地方拠点のうち 4地域において、住民生活の向上並びに公共施設の安定した運営、社
会経済活動の活性化を図るため、安定した電力を供給することを目標とするものである。本計画の
基本構想は、上述の目標を達成するために必要な 33 kV 配電線資機材の調達と据付、既設 33/11 kV
変電所の更新を行い、「ウ」国側が低圧配電線の調達及び据付を行うことで、重要な社会基盤であ
る配電線を整備することを目指すものである。 

 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

「ウ」国の主要産業である農業及び漁業の地方拠点である 4 地域において、安定した電力供給
が確保され、住民生活の向上並びに公共施設の安定した運営、社会経済活動の活性化を図る。

《裨益対象の範囲及び規模》 
東部州イガンガ県ナビテンデ/イタンダ地区、西部州ホイマ県・キバレ県カガディ/ムンテメ地
区、東部州ブギリ県ブセオ/イウェンバ地区、中央州マサカ県ブカカタ地区の住民約 7.6 万人。

(2) プロジェクト全体計画の成果 

1) 33 kV 配電設備の調達・据付が行われる。 

2) 415/230 V 低圧配電設備の調達・据付が行われる。 

3) 公共施設に電力が供給される。 

4) 一般住宅に電力が供給される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

1) 33 kV 配電設備の調達・据付を行う。 

2) 415/230 V 低圧配電設備の調達・据付を行う。 

3) 上記の変電・配電設備を使用して電力供給を行う。 
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(4) 投入（インプット） 

1) 日本側：無償資金協力 12.93 億円 

2) 相手国側 

a) 施設建設用地の提供 
b) 415/230 V 低圧配電設備の調達・据付 
c) 運転・維持管理要員 
d) 調達された設備の運転・維持管理費用 

(5) 実施体制 

1) 主管官庁： エネルギー鉱物開発省（MEMD） 

2) 実施機関： 地方電化庁（REA） 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 
東部州イガンガ県ナビテンデ/イタンダ地区、西部州ホイマ県・キバレ県カガディ/ムンテメ
地区、東部州ブギリ県ブセオ/イウェンバ地区、中央州マサカ県ブカカタ地区 

(2) 概要 
33 kV 配電線資機材の調達と据付 

(3) 相手国側負担事項 
415/230 V 低圧配電設備の調達・据付、33 kV 配電線ルート上の樹木伐採、33 kV 配電線延長
工事（イガンガ変電所からカリロ町まで） 

(4) 概算事業費 
16.53 億円（無償資金協力 12.93 億円、「ウ」国側負担 3.60 億円） 

(5) 工期 
詳細設計・入札期間を含め約 31 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
特になし 

5. 外部要因リスク 

特になし 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

項 目 現状（2007 年） 計画後（2010 年） 

世帯電化率（県単位） 
（第１期） 
(1) 西部州ホイマ県 
(2) 西部州キバレ県 
(3) 中央州マサカ県 
（第２期） 
(1) 東部州イガンガ県 
(2) 東部州ブギリ県 

 
 

3%（11,700 人） 
0.4%（1,600 人） 
9%（71,700 人） 

 
4%（26,200 人） 
1%（5,800 人） 

 
 

4%（13,100 人） 
2%（13,000 人） 
11%（87,100 人） 

 
7%（60,300 人） 
3%（19,200 人） 

（注）カッコ内は電化人口概数を表す。 

(2) その他の成果指標 
特になし 

(3) 評価のタイミング 

2010 年以降 
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6. 参考資料／入手資料リスト 

調査名： ウガンダ共和国 第二次地方電化計画 基本設計調査 

番号 名 称 
形態 

図書・ビデオ・地図

・写真等 
ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発  行  機  関 発行年 

1 Indicative Rural Electrification Master Plan 
- 2nd Draft -  (Vol.1.2.3) 図書 コピー IT Power 2006 

2 Annual Report 2005 
- Ministry of Energy and Mineral Development - 図書 オリジナル Ministry of Energy and Mineral Development 2005 

3 Annual Rural Electrification Report 
- For the period July 2003 to June 2004 - 図書 オリジナル Rural Electrification Agency 2004 

4 Annual Report & Audited Accounts 2005 
- Uganda Electricity Transmission Company Limited - 図書 オリジナル Uganda Electricity Transmission Company LTD 2005 

5 Corporate Business Plan 2005 – 2010 
Financial Projection 2005 - 2020 図書 オリジナル Uganda Electricity Transmission Company LTD 2004 

6 Annual Report & Accounts 2004 
- Uganda Electricity Distribution Company LTD - 図書 オリジナル Uganda Electricity Distribution Company LTD 2004 

7 2002 Uganda Population and Housing Census CD-R オリジナル Uganda Bureau of Statistics 2002 

8 2006 Statistical Abstract CD-R オリジナル Uganda Bureau of Statistics 2006 

9 Uganda National Household Survey 2002 / 3 図書 コピー Uganda Bureau of Statistics 2003 

10 Uganda National Household Survey 2002 / 2003 
Report on the Socio-Economic Survey 図書 コピー Uganda Bureau of Statistics 2003 

11 The National Environment Statute, 1995 図書 コピー The President and the National Resistance council 1995 

12 The Environment Impact Assessment Regulations, 1998 図書 オリジナル Minister responsible for the National Environment 
Statute, 1995 1998 

13 Guidelines for Environmental Impact Assessment 
In Uganda 図書 オリジナル National Environment Management Authority 1997 

14 Draft Estimates of Revenue and Expenditure 
(Recurrent and Development)  2006 / 07 図書 オリジナル Ministry of Finance, Planning and Economic 

Development 2006 
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電力潮流解析の検討 

 

１．検討条件 

 

1.1 配電系統 

既設 33kV 配電線から計画対象地域への配電ルートは、本文 3-2-3(1)に示す通りであ

る。 

 

1.2 電圧、周波数 及び負荷の力率 

・ 系統電圧： 33kV、三相三線式、電柱架空配電方式 

・ 周波数： 50Hz 

・ 負荷力率： 0.85 

 

1.3 負荷条件 

計画対象地域の負荷は、本文表 3-3～3-6 に示す電力需要想定結果に基づき、本計画

供用開始後 5 年後となる 2014 年～2015 年の想定最大電力需要を適用する。 

 

1.4 線路定数 

既設及び新設配電線の種類及び線路定数は、以下の通りとする。 

・ 電線・サイズ： 鋼アルミニウム合金より線（AAAC）100mm2 

・ 線路定数： 以下の通りとする。なお、本系統では特に西

部州ホイマ県・キバレ県カガディ／ムンテメ地区で長亘長の配電線

となるため、静電容量の影響も考慮する。 

 
公称断面積 交流導体抵抗

（mm
2
) [Ω/km]

800 1000 1200 800 1000 1200

AAAC 100 0.365 0.317 0.331 0.343 0.012 0.011 0.011

線種
リアクタンス[Ω/km] 静電容量[μF/km]

線間距離[mm] 線間距離[mm]

 

 

1.5 電圧降下の計算方法 

（１） 計算手法 

・ 線路定数（R+jX）及び負荷電流(IP -jIQ)共に、複素数として扱う。 

・ 電圧降下： △V=(IP・R+IQ・X)+j(IP・X -IQ・R) 

 

 

 

 

 

配電端            受電端 
         ∧∧∧    ∩∩∩ 

VS VR 

(遅れ分を ― で扱う。) 

I= IP - jIQ 

Z=R + jX 
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VR  = VS – I x Z  △V = I x Z(電圧降下) 

△V = (IP - jIQ) x (R + jX) 

= IP ・R + IP ・jX - jIQ ・R - jIQ ・jX  j2 = -1 

= (IP ・R + IQ ・X) + j(IP ・X -IQ ・R) 

 

 

・ 但し、上式の第 2項目は電源電圧に対し直角成分であり影響が小さいため無視する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ よって、三相三線式配電線の電圧降下は、△V=√3(IP ・R + IQ ・X) として求める。 

 

（２） 均等配分負荷扱い 

同一線種の配電線に均等に負荷が分布している場合の末端の電圧降下は， 配電線

中央点に全負荷が集中した場合の電圧降下に等しいものとする。 

 

２．解析結果 

電力系統解析支援システム（Castle）を利用した潮流解析結果は、図 A8-1 から図 A8-5

に示す通りである。これより、B 地域の西部州ホイマ県・キバレ県カガディ／ムンテメ

地区全系統においては、電圧降下の補償対策を実施しない場合、33 kV 配電線路の末端

電圧降下が約 19%となり、規定値（10%）を超過する事が確認された。このため、「ウ」

国側の負担工事として、同地域に供給する配電用変電所に自動電圧対策装置を設置する、

もしくは 33 kV 配電線の系統切替えにより、適正範囲に保持する必要がある。 

 

図 A8-1： 潮流解析結果（A 地域：東部州イガンガ県ナビテンデ／イタンダ地区） 

図 A8-2： 潮流解析結果（B 地域：西部州ホイマ県・キバレ県カガディ／ムンテメ地区） 

  （電圧補償対策なしの場合） 

図 A8-3： 潮流解析結果（B 地域：西部州ホイマ県・キバレ県カガディ／ムンテメ地区） 

  （ムベンデ S/S に自動電圧調整装置を設置した場合） 

図 A8-4： 潮流解析結果（C 地域：東部州ブギリ県ブセオ／イウェンバ地区） 

図 A8-5： 潮流解析結果（D 地域：中央州マサカ県・カランガラ県ブカカタ地区） 

 

以上 

 配電端電圧 

受電端電圧 

同位相成分 

(Ip・R + IQ・X) 

直角成分 

(Ip・X - IQ・R) 

同位相成分 直角成分 
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